
 

 

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日
受
領 

答

弁

第

一

六

六

号 
   
 

内
閣
衆
質
二
〇
〇
第
一
六
六
号 

 
 
 
 

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日 

内
閣
総
理
大
臣 

安

倍

晋

三 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

衆

議

院

議

長 
大

島

理

森 

殿 

  

衆
議
院
議
員
宮
本
徹
君
提
出
「
桜
を
見
る
会
」
の
招
待
者
名
簿
等
廃
棄
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
宮
本
徹
君
提
出
「
桜
を
見
る
会
」
の
招
待
者
名
簿
等
廃
棄
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
招
待
区
分
」
及
び
「
区
分
番
号
等
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
御
指
摘
の
番
号
は
招
待
状
の
発
送
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
便
宜
的
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

「
桜
を
見
る
会
」
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
が
定
め
る
「
桜
を
見
る
会
」
開
催
要
領
に
基
づ
き
、

そ
の
開
催
の
準
備
の
た
め
に
招
待
者
の
人
数
等
の
必
要
な
検
討
を
開
催
す
る
都
度
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
基

づ
き
、
内
閣
府
か
ら
各
省
庁
等
に
対
し
て
、
招
待
者
の
推
薦
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
い
か
な
る
チ
ェ
ッ
ク
」
及
び
「
省
庁
枠
、
総
理
枠
、
自
民
党
枠
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
各
省
庁
へ
の
推
薦
依
頼
に
は
、
「
原
則
と
し
て
同
一
人
が
連
続
し
て
招
待
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
」

す
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
招
待
者
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
各
省
庁
の
意
見
等
を
踏
ま

え
、
内
閣
官
房
及
び
内
閣
府
に
お
い
て
最
終
的
に
取
り
ま
と
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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四
及
び
六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
平
成
二
十
五
年
か
ら
平
成
二
十
九
年
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
各
「
桜
を
見
る
会
」
の
招
待
者
名
簿
を
含
む
各
「
桜

を
見
る
会
」
の
招
待
状
発
送
業
務
に
関
連
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
紙
媒
体
及
び
電
磁
的
記
録
の
い
ず
れ
も
廃
棄
さ
れ
て
い

る
が
、
各
文
書
の
具
体
的
な
廃
棄
日
等
は
不
明
で
あ
る
。 

五
、
七
、
八
、
十
及
び
十
二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
四
月
二
十
二
日
の
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
予
約
の
時
点
で
、
五
月
九
日
に
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
る
予
定
の
文
書
の

具
体
的
内
容
」
、
「
「
招
待
者
区
分
６
０
」
の
意
味
が
記
さ
れ
た
文
書
」
、
「
「
招
待
区
分
６
０
」
を
記
し
た
文
書
」
、

「
何
ら
か
の
記
録
」
及
び
「
「
招
待
区
分
６
０
」
の
意
味
を
記
し
た
諸
文
書
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
「
桜
を
見
る
会
」
の
招
待
者
名
簿
を
含
む
「
桜
を
見
る
会
」
の
招

待
状
発
送
業
務
に
関
連
す
る
文
書
（
以
下
「
招
待
者
名
簿
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に
お
い
て
、
保
存
期
間

一
年
未
満
文
書
と
さ
れ
て
い
る
上
、
こ
れ
を
全
て
保
存
す
れ
ば
個
人
情
報
を
含
ん
だ
膨
大
な
量
の
文
書
を
適
切
に
管
理
す
る

な
ど
の
必
要
が
生
ず
る
こ
と
か
ら
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
等
の
規
定
に

基
づ
き
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
終
了
後
遅
滞
な
く
廃
棄
す
る
取
扱
い
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
今
般
の
招
待
者
名
簿
等
の



 

３ 

 

廃
棄
は
、
こ
の
取
扱
い
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
内
閣
府
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
二
日
、
紙
媒
体
の
招
待
者
名

簿
等
を
廃
棄
す
る
た
め
、
担
当
係
内
で
の
口
頭
に
よ
る
指
示
等
に
基
づ
き
、
大
型
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
の
令
和
元
年
五
月
九
日
の

使
用
を
予
約
し
、
同
日
に
予
定
ど
お
り
こ
れ
を
廃
棄
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
説
明
で
き
る
候
補
と
し
て
挙
が
っ
た
の
が
、
内

閣
府
人
事
課
が
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
使
用
を
予
約
し
て
い
た
五
月
九
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
月
九
日
に
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
廃
棄

し
た
と
い
う
説
明
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。
当
該
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
の
使
用
の
予
約
に

つ
い
て
は
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
担
当
係
内
に
周
知
さ
れ
て
い
る
。
招
待
者
名
簿
等
が
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
の
廃
棄
に

つ
い
て
も
先
に
述
べ
た
取
扱
い
に
の
っ
と
っ
て
、
同
年
五
月
七
日
か
ら
同
月
九
日
ま
で
の
間
に
こ
れ
を
廃
棄
し
た
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。 

九
に
つ
い
て 

 
 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
に
改
正
さ
れ
た
「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
二
十
三
年
四

月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
を
踏
ま
え
、
平
成
三
十
年
三
月
二
十
九
日
に
改
正
さ
れ
た
内
閣
府
本
府
行
政
文
書
管
理
規
則

（
平
成
二
十
三
年
内
閣
府
訓
令
第
十
号
）
が
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
改
正
を
踏
ま
え
、

内
閣
府
大
臣
官
房
人
事
課
標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
（
保
存
期
間
表
）
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
行
い
、
「
桜
を
見
る
会
」
の



 

４ 

 

招
待
者
名
簿
に
つ
い
て
は
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
終
了
を
も
っ
て
使
用
目
的
を
終
え
る
こ
と
か
ら
、
一
年
未
満
の
保
存
期
間

を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

十
一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
資
料
要
求
」
に
つ
い
て
、
内
閣
府
大
臣
官
房
人
事
課
の

担
当
職
員
が
承
知
し
た
の
は
、
令
和
元
年
五
月
十
日
で
あ
る
。 


